
（
刊
且
）

『
医
心
方
』
に
は
『
神
農
経
』
と
『
神
農
食
経
』
か
ら
引
用
さ
れ

た
快
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
条
と
二
条
み
ら
れ
る
。
こ
の
快
文
と
他
の

医
薬
書
の
記
載
を
比
較
、
検
討
し
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
、
そ
の
来
歴

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
ま
ず
こ
の
十
二
条
の
快
文
を
以

下
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

①
「
神
農
食
経
云
飽
食
誤
多
飲
水
及
酒
成
病
癖
酔
当
風
翁
１
週

（
２
）

ｂ
）
」
、
②
「
神
農
食
経
云
生
魚
合
蒜
食
之
奪
人
気
弱
Ｉ
型
ｂ
）
」
、
③

「
李
・
・
神
農
経
云
微
温
無
毒
不
可
多
食
令
人
虚
詞
ｌ
過
ａ
ｂ
）
」
、
④

「
杏
実
…
神
農
経
云
有
熱
人
不
可
食
令
人
身
熱
傷
神
寿
詞
１
週

ｂ
）
」
、
⑤
「
桃
実
…
神
農
経
日
飽
食
桃
入
水
浴
成
淋
病
（
鋤
ｌ
皿
ａ
）
」
、

⑤
「
栗
子
・
・
・
神
農
経
云
食
療
腰
脚
煩
炊
食
之
令
気
擁
患
風
水
人
尤
不

宜
食
（
鋤
ｌ
妬
ａ
）
」
、
⑦
「
梨
子
…
神
農
経
云
味
甘
無
毒
不
可
多
食
令

人
委
困
詞
ｌ
妬
ｂ
）
」
、
③
「
芋
…
神
農
経
云
不
可
多
食
動
宿
冷
（
鋤

『
医
心
方
』
所
引
の
『
神
農
経
』

『
神
農
食
経
』
に
つ
い
て

真

柳

誠

Ｉ
型
ａ
）
」
、
⑨
「
冬
瓜
…
神
農
経
云
冬
瓜
味
甘
無
毒
止
渇
除
熱
（
鋤
ｌ

鍋
ａ
）
」
、
⑩
「
葵
菜
：
神
農
経
云
味
甘
寒
久
食
利
骨
気
（
鋤
１
羽
ｂ
）
」
、

⑪
「
生
姜
：
神
農
経
云
令
少
志
少
智
傷
心
性
不
可
過
多
耳
（
鋤
ｌ
鋤

ｂ
）
」
、
⑫
「
蕪
青
：
神
農
経
云
根
不
可
多
食
令
人
気
脹
記
ｌ
虹
ｂ
）
」
。

こ
れ
ら
の
文
は
『
神
農
（
食
）
経
』
と
し
て
引
か
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
陶
弘
景
が
『
本
草
経
集
注
』
に
収
録
し
た
い
わ
ゆ
る
『
神
農

（
ｎ
ｏ
）

本
経
』
と
は
全
く
異
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
と
極
め
て
類
似
し

（
〃
４
）
（
一
○
）

た
文
が
『
金
直
要
略
』
第
二
十
四
・
二
十
五
篇
、
及
び
『
千
金
方
』

巻
二
十
六
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
金
直
要
略
』
に
は
③
⑤

③
⑫
と
同
一
又
は
極
似
し
た
文
が
あ
り
、
『
千
金
方
』
に
は
①
②
③

⑤
⑥
⑦
③
⑩
⑪
⑫
と
同
一
又
は
極
似
し
た
文
が
あ
る
。
両
耆
に
発
見

さ
れ
な
い
の
は
④
⑨
の
二
条
だ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
金
置
要

略
』
第
二
十
四
・
二
十
五
篇
と
、
『
千
金
方
』
巻
二
十
六
を
比
較
す

る
と
、
『
金
置
要
略
』
中
に
は
『
千
金
方
』
と
同
一
又
は
極
似
し
た

文
が
八
十
六
条
あ
り
、
『
千
金
方
』
で
は
五
十
一
の
食
品
の
条
に
『
金

置
要
略
』
と
同
一
又
は
極
似
し
た
文
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
『
医
心
方
』
所
引
の
『
神
農
（
食
）
経
』
と
、
『
金
置
要
略
』
の

二
篇
及
び
『
千
金
方
』
巻
二
十
六
に
引
か
れ
る
文
は
、
三
者
相
互
に

関
連
す
る
由
来
の
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
得
る
。
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さ
て
多
紀
元
簡
は
そ
の
著
『
金
置
玉
函
要
略
輯
義
』
第
二
十
四
篇

マ
ー
、

中
の
注
で
、
「
案
漢
書
芸
文
志
神
、
農
黄
帝
食
禁
十
二
巻
、
此
篇
所

載
、
豈
其
遣
歎
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
馬
継
興
氏
は
『
医
心
方
中

的
古
医
学
文
献
初
探
』
で
「
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
…
。
其
快
文
散
見

『
金
置
要
略
』
巻
下
及
『
千
金
要
方
』
巻
妬
食
治
篇
等
処
、
主
論
食

物
禁
忌
事
宜
。
在
『
医
心
方
』
中
錐
不
見
此
害
之
名
、
但
所
引
『
神

農
食
経
』
２
条
『
神
農
経
」
加
条
、
其
内
容
多
与
上
述
快
文
相
同
或

類
似
、
実
即
将
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
改
称
者
」
と
元
簡
の
説
を
発
展

さ
せ
、
『
医
心
方
』
所
引
の
二
書
は
『
漢
書
』
芸
文
志
所
録
の
『
神

農
黄
帝
食
禁
』
七
巻
の
書
名
が
改
変
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。
事
実
、
『
千
金
方
』
で
こ
れ
ら
食
品
の
宜
忌
を
述
零
へ
る
巻
二
十

六
の
巻
頭
に
は
、
「
仲
景
日
…
：
．
柳
因
筆
墨
之
暇
、
撰
『
五
味
損
益

食
治
篇
』
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
仲
景
撰
『
五
味
損

益
食
治
篇
』
や
他
書
を
参
考
に
こ
の
巻
二
十
六
が
編
蟇
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
『
金
直
要
略
』
第
二
十
四
・
二
十
五
篇
は
こ
の
『
五
味
損
益

食
治
篇
』
と
同
系
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
し

て
『
千
金
方
』
巻
二
十
四
解
食
毒
第
一
の
巻
頭
に
は
「
論
日
：
…
・
今

述
『
神
農
黄
帝
解
毒
方
法
』
、
好
事
者
可
少
留
意
焉
」
と
記
さ
れ
、

山
田
業
広
は
『
千
金
要
方
読
書
記
』
で
、
こ
れ
に
「
宋
史
芸
文
志
神

農
食
忌
一
巻
・
漢
書
芸
文
志
神
農
黄
帝
食
禁
七
巻
」
と
注
を
し
て
い

る
。
さ
ら
に
巻
二
十
六
で
食
品
の
宜
忌
を
記
す
全
百
五
十
四
条
中
に

は
、
「
黄
帝
云
」
と
し
て
引
く
文
が
五
十
二
、
「
扁
鵲
云
」
が
八
、

「
胡
居
士
云
」
が
四
、
「
華
陀
云
」
が
三
、
「
張
仲
景
云
」
「
名
医
云
」

「
諺
云
」
．
云
」
が
各
一
ず
つ
あ
り
、
『
金
置
要
略
』
と
の
類
似
文

の
多
く
は
「
黄
帝
云
」
所
引
文
で
あ
る
。
ま
た
か
っ
て
渡
辺
幸
三
氏

が
考
察
さ
れ
た
ご
と
く
、
こ
の
百
五
十
四
条
中
の
記
載
の
主
体
は

『
本
草
経
集
注
』
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
神
農
本
経
』

と
の
混
乱
を
避
け
る
目
的
で
、
『
神
農
黄
帝
云
々
』
と
い
う
書
名
が

「
黄
帝
云
」
と
改
称
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
・

だ
が
『
千
金
方
』
巻
二
十
六
に
見
ら
れ
る
『
医
心
方
』
所
引
『
神

農
（
食
）
経
』
の
同
類
文
十
条
中
、
「
黄
帝
云
」
と
引
か
れ
る
の
は
わ

ず
か
②
⑤
の
類
文
だ
け
で
あ
り
、
他
は
①
の
類
文
が
「
扁
鵲
云
」
、

⑪
の
類
文
が
「
胡
居
士
云
」
、
そ
し
て
③
⑥
⑦
③
⑩
⑫
の
類
文
は
特

に
引
用
を
示
さ
ず
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
千
金
方
』

と
『
金
直
要
略
』
間
の
類
文
と
引
用
書
名
か
ら
、
『
神
農
（
食
）
経
』

も
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
を
改
称
し
た
も
の
と
単
純
に
類
推
す
る
の
は

無
理
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
や
正
史
芸
文
志
、
経

籍
志
に
こ
の
『
神
農
（
食
）
経
』
な
る
書
名
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
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『
医
心
方
』
以
前
の
『
本
草
和
名
』
や
『
和
名
抄
』
に
は
『
神
農
食

経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
十
世
紀
頃
の
日
本
に
本
書

が
伝
存
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
極
似
文

が
『
千
金
方
』
や
『
金
置
要
略
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が

唐
代
前
の
「
食
経
」
書
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
測
で
き

る
。
本
書
と
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
単
に
書

名
の
類
似
だ
け
で
な
く
、
今
後
よ
り
広
範
な
文
献
の
比
較
考
察
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

注
（
１
）
江
戸
医
学
覆
刻
半
井
本
『
医
心
方
』
（
一
九
七
三
日
本
古
医
学
資

料
セ
ン
タ
ー
影
印
）
に
よ
る
。

（
２
）
羽
１
週
ｂ
は
巻
二
十
九
第
十
三
丁
裏
の
こ
と
。
以
下
同
。

（
３
）
『
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草
』
（
一
九
八
二
人
民
衛
生
出
版

社
影
印
晦
明
軒
本
）
に
よ
る
。

（
４
）
中
医
研
究
院
影
紗
元
刻
『
新
編
金
置
方
論
』
（
北
里
東
医
研
蔵
）
に

よ
る
。

（
５
）
江
戸
医
学
覆
刻
宋
本
『
備
急
千
金
要
方
』
（
一
九
八
二
人
民
衛
生

出
版
社
影
印
）
に
よ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日
、
医
心
方
撰
進
一
千
年
記
念
碑
除
幕
お

よ
び
記
念
式
典
が
京
都
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
丹
波

氏
の
正
統
で
あ
り
唯
一
の
堂
上
公
卿
で
あ
っ
た
錦
小
路
家
と
そ
の
分

家
で
あ
る
樫
田
家
の
御
当
主
も
出
席
さ
れ
て
、
数
々
の
史
料
を
「
日

本
の
医
学
一
千
年
展
」
に
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
。

一
、
錦
小
路
家
、
同
家
系
譜
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

錦
小
路
家
、
頼
庸
為
頼
季
嫡
子
相
続
小
森
家
被
補
侍
中
頼
季
老
後

生
頼
方
頼
方
成
長
価
申
朝
家
令
頼
方
為
相
続
小
森
家
於
頼
庸
者

可
給
別
称
号
旨
宝
永
四
四
廿
九
可
称
錦
小
路
之
旨
以
益
光
被
仰

下
享
保
十
一
年
十
一
月
頼
方
死
無
子
価
挙
大
中
臣
時
亮
令
続
小
森

家
早
恐
至
後
世
有
嫡
朕
論
価
又
申
朝
家
丹
波
盛
直
卿
丹
波
頼
直

卿
相
並
天
文
之
比
退
仕
朝
家
頼
直
以
之
後
予
令
相
続
小
森
家
是

也
盛
直
以
無
後
断
絶
旱
頼
庸
可
令
相
続
盛
直
以
之
後
旨
享
保
十
一

『
医
心
方
」
の
伝
写
に
つ
い
て
肋

錦
小
路
家
と
樫
田
家

杉
立
義
一
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